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上野の自然を生かした「あいあい計画」のトップを 

飾って、上野峡の玄関口に水を取り入れた公園が完成 

しました。 

であい、ふれあいの場として、遊びに来ませんか。 ぴ
 

ぞ
 

志
 

』レた 

Id
更
 ＜写真は6月21日、上野保育所園外保育で編集部写す＞ 

七
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
 

【 

月
間
で
あ
る
。
本
年
度
は
「
地
 

5
山対財特法」の期限切れ最後 

'
‘
 
の
年
で
あ
る
。
解
放
運
勤
に
と
っ
 

て
試
練
の
時
で
あ
る
。
 
「
法
が
 

〈
 
あ
る
か
ら
運
動
が
あ
る
の
で
は
 

見
な
く
、
差
別
が
あ
る
か
ら
運
動
 

オ
が
あ
る
ん
だ
」
「
事
業
は
あ
く
 

ま
で
手
段
で
あ
り
、
解
放
が
目
 

的
で
あ
る
」
と
あ
る
運
動
団
体
の
指
導
 

者
は
、
力
強
く
述
べ
て
い
る
▼
現
在
、
 

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
で
は
、
同
和
 

教
育
が
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
 

部
落
差
別
徹
廃
を
中
心
に
す
え
て
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
差
別
を
許
さ
な
い
、
人
間
と
 

し
て
の
優
し
さ
、
豊
か
さ
、
た
し
か
さ
 

を
育
て
る
人
権
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
 

る
。
し
か
し
、
そ
の
子
ど
も
達
を
取
り
 

巻
く
家
庭
が
地
域
が
ど
う
あ
ら
ね
ば
な
 

ら
な
い
か
が
問
わ
れ
る
▼
赤
池
町
同
和
 

教
育
推
進
協
議
会
は
、
毎
月
「
解
放
講
 

座
」
を
開
い
て
い
る
。
す
で
に
八
年
続
 

い
て
い
る
。
専
門
の
講
師
を
招
い
て
の
 

講
演
会
で
あ
っ
た
が
、
本
年
は
、
講
師
 

は
自
前
で
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
最
近
 

こ
の
講
座
に
誘
致
企
業
か
ら
参
加
す
る
 

よ
う
に
な
っ
た
。
 
大
変
う
れ
し
い
こ
と
 

で
あ
る
▼
同
和
問
題
の
啓
発
は
、
単
に
 

一
自
治
体
の
義
務
的
・
形
式
的
、
「
帳
面
 

消
し
」
 
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
は
、
効
 

果
が
上
が
ら
な
い
。
国
は
も
ち
ろ
ん
、
 

世
論
の
帰
趨
に
圧
倒
的
な
影
響
を
及
ぼ
 

す
マ
ス
コ
ミ
も
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
 

が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
を
待
つ
訳
 

に
は
行
か
な
い
。
心
の
こ
も
っ
た
啓
発
 

が
望
ま
れ
る
。
 



り
 く

ー
旭
 
硝
 
子
掬
赤
池
へ
進
出
 

、、ノ 
つJ く

 

さ
ら
に
東
海
電
工
株
の
誘
致
を
決
定
 

待
ち
に
ま
ち
望
ん
で
い
た
、
大
手
企
 

業
、
旭
硝
子
脚
の
赤
池
進
出
が
決
ま
り
 

ま
し
た
。
六
月
五
日
、
県
商
工
部
長
立
 

会
の
も
と
日
野
町
長
は
立
地
協
定
書
に
 

調
印
、
旭
硝
子
脚
の
神
村
取
締
役
事
業
 

本
部
長
と
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
 

日
野
町
長
は
「
ガ
ラ
ス
業
界
最
大
の
企
 

業
で
あ
り
、
地
元
産
業
の
核
と
し
て
の
 

役
割
に
期
待
し
た
い
」
 
と
歓
迎
の
意
を
 

表
明
し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
六
月
二
十
五
日
、
赤
池
町
企
 

業
誘
致
促
進
特
別
委
員
会
（
委
員
長
廿
 

小
松
春
義
副
議
長
）
は
、
こ
れ
も
ト
ョ
 

タ
関
連
企
業
、
東
海
電
工
脚
の
誘
致
を
 

決
定
し
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
自
動
車
関
連
企
業
の
福
岡
 

県
進
出
の
動
き
は
、
日
産
自
動
車
の
工
 

場
拡
張
、
ト
ョ
タ
自
動
車
の
進
出
と
世
 

界
中
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
 

に
伴
っ
て
新
た
な
雇
用
問
題
、
住
宅
問
 

題
な
ど
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
 

題
も
出
て
き
ま
し
た
。
 

【
旭
ガ
ラ
ス
脚
】
本
社
東
京
・
資
本
金
八
 

六
四
億
円
・
年
間
売
上
高
一
兆
百
八
十
 

億
円
・
従
業
員
九
、
五
三
五
人
。
当
社
 

は
地
域
振
興
整
備
公
団
の
赤
池
団
地
A

・ 

B
区
画
四
二
、
〇
〇
〇
d

に
進
出
、
ト
 

ョ
タ
自
動
車
用
宮
田
進
出
に
伴
い
自
動
 

車
ガ
ラ
ス
と
付
属
部
品
の
組
立
て
を
行
 

う
納
入
拠
点
を
つ
く
り
、
平
成
五
年
に
 

操
業
を
開
始
す
る
予
定
。
 
ス
タ
ー
ト
時
 

に
は
三
十
五
名
程
度
、
二
年
後
に
は
六
 

十
五
名
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。
 

【
東
海
電
工
脚
】
本
社
愛
知
県
・
資
本
 

金
一
、
〇
〇
〇
万
円
年
商
九
〇
億
円
・
 

皿
又
付
ま
す
雲
仙
災
宝
口
救
援
金
 

六
月
議
ム
云
で
救
援
決
議
ー
 

火
砕
流
が
頻
発
す
る
、
長
崎
県
雲
仙
・
 

普
賢
岳
。
 
さ
る
三
日
と
八
日
の
大
火
砕
 

流
で
は
、
三
十
四
人
の
犠
牲
者
、
百
一
一
 

十
九
棟
の
住
宅
な
ど
が
焼
失
し
ま
し
た
。
 

火
山
活
動
は
、
今
も
な
お
活
発
な
動
 

き
を
見
せ
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
 

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
議
会
は
、
関
係
地
域
の
み
な
 

さ
ん
に
対
し
て
、
赤
池
町
民
の
み
な
さ
 

ん
を
初
め
、
関
係
機
関
が
被
災
者
支
援
 

の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
決
議
し
ま
し
た
。
 

役
場
で
は
、
救
援
金
の
受
け
付
け
を
 

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
 

●
受
 

付
 
役
場
住
民
福
祉
課
 

（
日
本
赤
十
字
社
赤
池
分
団
〕
 

●
受
付
期
間
 
7
月
 20 

日
ま
で
 

6月8 日の大火砕流のツメ跡 

大活躍の柔道部 

赤池中学校柔道部は、日頃から猛練 

習を積み、今年もすばらしい成績を納 

めています。 

新人戦大会（2月） 
田川大会2位 筑豊大会2位 

田川地区少年柔道大会 

4チーム参加優勝Dチーム準優勝Bチーム 

中学校体育連盟春季大会 
団体戦優 勝 
個人戦軽 量1位野田竜猪くん 

2位池田順一くん 
軽中量級1位鶴岡直人くん 

2位井上 努くん 
中量級2位大久保智博くん 

お百姓さんありがとう．ノ 

町内4 保育所合同による、あざみ組 

（年長）さんの田植えがありました。 

4 園とも創造保育をキーワードに、 

土とのふれあいと、食べ物が出来る過 

程の中で自然とのふれあいを大切にしょ 

うとしています。 

秋には、取れた餅米で餅をつくそう 

です。楽しみですね。 

愛のおくりもの 
ありがとう 

市場小学校が、福岡県教育研究指 

定委嘱学校に指定されたのに伴い、 

下田川ライオンズクラブより寄附が 

ありました0 

村上校長は、日頃から花いっぱい 

運動を行なっており、情操豊かな子 

供たちにと、校門の横に花壇を作っ 

ています。ありがとうございます。 
手渡しする芦馬会長 

従
業
員
九
一
三
名
・
全
国
に
工
場
五
ケ
 

所
。
当
初
は
赤
池
工
場
団
地
c
区
画
に
 

進
出
、
生
産
品
目
は
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
 

ス
・
電
子
機
器
の
製
造
工
場
を
建
設
、
平
 

成
四
年
七
月
操
業
の
予
定
で
す
。
従
業
 

員
の
採
用
は
一
九
八
人
を
予
定
し
て
い
 

る。 

明日への発展を誓って 

（左より日野町長、神村取締役、噌西県商工部長） 

立

地

決

定

企

業

一

覧

 

平
成
3
年6
月
末
現
在
 

合
 

計
 

東
 
海
 
電
 
工
 
囲
 

旭
 

硝
 

子
 

欄
 

の
り
た
け
食
品
工
業
卿
 

囲
 
ュ
 
ー
 
エ
 
イ
 

キ
ャ
 
ス

タ

ー

 

第
一
高
周
波
工
業
株
 

姻

オ

 
ン
 
ガ
 

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
 

脚

杉

山

製

作

所

 

脚
 
エ
 

コ
 

ー
 

三
 
信
 
産
 
業
 
脚
 

脚
 
マ

グ

ネ

テ

 ッ
ク
 

脚

西

 
丸
 
人
 
形
 

脚

星

 

高
 

脚

九

州

9

ナ
カ
ャ
 

開

山

 

懸
 

組
 

テ
イ
 
エ

ム

メ

ト

ロ

脚

 

脚
中
尾
ア
ル
ミ
製
作
所
 

卿
 
津
 
田
 
商
 
事
 

企
 

業
 

名
 

17

社 

ワ
イ
ャ
ー
ハ
ー
ネ
ス
・
電
子
機
器
 

（

自

 
動
 
車
 
関
 
連

）

 

自
動
車
ガ
ラ
ス
と
付
属
部
品
の
組
立
 

食
 

品
 

製
 

造
 

加
 

工
 

キ
 

ャ
 

ス
 

タ
 

ー
 

製
 

造
 

高
周
波
べ
 
ン
デ
ン
グ
鋼
管
製
造
 

電
 
子
 
機
 
器
 
設
 
計
 
製
 
造
 

各
種
小
型
モ
ー
夕
ー
用
整
流
子
の
製
造
 

ウ
オ
 
ッ 
シ
 
ュ 
レ
 
ッ 
ト

便

座

・

 

そ
 

の
 
他
 
成
 
型
 
品
 
製
 
造
 

建
設
仮
設
機
材
リ
ー
ス
と
修
理
整
備
業
 

磁
 
気
 
応
 
用
 
機
 
器
 
製
 
造
 

正
月
、
3

月

節

句

人

形

製

造

 

豆

乳

プ

 ラ
 
ン
 
ト
 
設

計

製

造

 

包
表
質
紙
販
促
企
画
品
の
製
造
販
売
 

（ 
ダ
 
ン
 
ボ
 
ー
 
ル
 
） 

運
 

送
（
ア
 
パ
 
レ
 
ル
 
製
品
）
 

精

密

樹

脂

成

型

（

電

気

部

品

）

 

母
森
一
用
厨
房
用
品
製
造
（
物
流
セ
ン
タ
ー
）
 

』
丞
庭
用
品
・
収
納
用
品
（
家
具
）
製
造
販
売
 

製
 

品
 

605 198 65 15 10 42 20 37 15 30 8 10 55 30 20 20 10 20 人採 
員用 

4
年
 

7
月
 

5
年
 

2
年
 

11
 

/
2
 

3
年
 

6
月
 

2
年
 

7
月
 

解
 

隣
 

解
 

2
年
 

4
/
1
 

眠
 

2
年
 

11 m
昨
 

鱗
 

元
年
 

9
月
 

操
業
 

当
の
 

ボ
ク
ぎ
い
c
め
な
い
で
／
 

ボ
ク
は
、
平
成
筑
豊
鉄
道
市
場
駅
で
 

す
。
一
日
中
、
ボ
ク
は
、
 
い
ろ
ん
な
人
 

に
出
会
い
ま
す
。
始
発
列
車
に
乗
る
お
 

じ
さ
ん
は
、
朝
も
早
い
の
に
元
気
い
、
っ
 

ぱ
い
で
す
。
筒
校
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
 

い
つ
も
笑
顔
で
か
わ
い
い
で
す
。
 

お
昼
近
く
に
な
る
と
、
小
さ
な
子
の
 

手
を
ひ
い
て
、
お
ば
さ
ん
が
階
段
を
登
っ
 

て
き
ま
す
。
き
っ
と
買
物
に
行
く
の
だ
 

ろ
う
、
小
さ
な
子
は
う
れ
し
そ
う
で
す
。
 

で
も
、
 
こ
の
頃
ボ
ク
は
入
に
会
う
の
 

が
こ
わ
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
ボ
ク
を
い
 

じ
め
る
人
が
い
る
の
で
す
。
 

ボ
ク
の
背
中
を
叩
い
た
り
、
蹴
飛
ば
 

し
た
り
し
ま
す
。
ボ
ク
を
い
じ
め
る
の
 

は
や
め
て
下
き
い
。
 

ボ
ク
は
い
つ
で
も
、
お
じ
さ
ん
、
お
 

姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
 

ち
っ
ち
ゃ
な
子
と
仲
よ
し
で
い
た
い
の
 

で
す
。
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差別の芽 
みんなでなぐせ心から 

7月は同初問題啓発強調万聞です0 

■標語は昨年の本山優くんの作品です。

上野小学校6年 安永大吾くん（山崎） 

×
 
憲
法
で
は
「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
り
、
生
命
、
自
由
ソ
 

幸
福
を
追
求
す
る
権
利
を
有
し
、
す
べ
て
の
国
民
に
浸
す
こ
と
の
で
き
な
 

い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
基
本
的
人
権
を
保
証
し
て
い
る
」
 

七
月
一
日
か
ら
ー
カ
月
間
、
一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
に
つ
い
て
、
も
 

に
つ
一
度
、
家
庭
で
、
地
域
で
、
話
し
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

×
 

「
部
落
差
別
を
な
く
せ
、
家
か
ら
、
 

町
か
ら
、
社
会
か
ら
」
を
願
っ
て
、
本
 

町
の
同
和
問
題
啓
発
推
進
機
関
で
あ
る
 

同
和
教
育
推
進
協
議
会
（
同
推
協
）
は
、
 

真
の
部
落
開
放
を
目
指
し
、
運
動
を
進
 

め
て
い
ま
す
。
 
こ
の
運
動
の
成
果
と
し
 

て
、
人
び
と
の
心
に
も
、
心
理
的
差
別
 

解
消
へ
の
問
題
意
識
の
芽
生
え
が
見
ら
 

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

部
落
差
別
が
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
 

る
問
題
と
し
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
 

課
題
で
あ
る
と
同
和
対
策
審
議
会
答
申
 

で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
同
推
協
」
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
 

を
基
調
と
す
る
学
習
を
あ
ら
ゆ
る
機
会
 

温かい心 

な
く
そ
う
差
別
 

ま
ず
は
自
分
の
心
か
ら
 

人
権
の
花
偏
し
い
 

心
で
咲
か
せ
よ
う
 

無
意
識
の
差
別
 

' 
1
‘
」
者
 

ー
J
F

。
目
『
廿
‘
ー
 

ー
 

ー
ー
 

ー

ー

 

ー
 
一 

ん
 

自
分
の
た
あ
k

差
別
と
n
く
し
」
羊
”
期
 

ト
 

ー
・
』
L

戸
り
・
・
ー
 

「
J
・
‘
・
？
工
叫
・
「
年
紗
問
 

消
え
な
い
心
の
傷
 赤池中1年 

水草佳津子さん 
（小藤団地） 

赤池中1年 赤池中1年 

相原 寿くん 太田倫子さん 
（大浦団地） （春 日） 

み
ん
博
仲
良
手
と
手
を
っ
茸
ぐ
二
馴
騒
団
 

L
 

コ
ト
‘
h
リ
 

ト
d
，
池
 

事
貰
犀
伽
柳
蛙
略
田
一
画
驚
 

驚
難
鷲
 虹一国 

市場小5年 

片岡ー美さん 
（西 町） 

) 
赤池中1年堤 大輔くん（緑ケ丘x・T) 

」I人権標語 灰癖ま 

, 

に
と
り
入
れ
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域
 

社
会
を
つ
く
る
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
 

す。 こ
の
期
間
中
に
、
是
非
、
先
ず
大
人
 

ひ
と
り
一
人
が
、
部
落
問
題
に
対
す
る
 

意
識
を
問
い
直
す
機
会
と
し
て
下
さ
い
。
 

「
同
推
協
」
は
、
月
間
啓
発
目
標
を
設
 

定
し
、
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
 

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
を
お
 

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

⑥
啓
発
目
標
 

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
一
切
の
差
 

別
を
な
く
す
こ
と
を
、
町
民
ひ
と
 

り
一
人
の
課
題
と
し
よ
う
。
 

γ
 

n 
。
 

l
 赤池中学校2年立花みさきさん（8の2) 

作 品 紹 介 

ここで紹介する作品は、同和問題 

啓発強調月間にちなみ、小中学校の 

生徒さんから寄せられた作品のー部 

です0 

「ボスター」・「標語」 を通して、 

みなさんこの機会に、自らに問い直 

してみませんか。 

魂
離
為
れ
恥
 

上
外
鱗
移
紅
務
牙
 I 

“ー＝ニ＝プ ＝己l L==＝にニ蕪こニョ」 

上野小5年 市場小5年 
長野由紀子さん 塚本圭佑くん 
（上 里） （貴船2 ) 

語
一
一
わ
か
て
下
さ
い
一
 

一 

一
鰹
糾
難
耗
言
敬
緯
唾
 

」
 

人
 

J
 

に
だ
R
 

上
野
小
浄
履
五
年
熊
谷
使
L

」 

ーりnJ

【
ニ
ー
り
ー
‘
ー
ー
ー
 

一 
J「
長
 
上野小5年 
熊谷保忠くん 
（皿 山） 

上野小5年 
畑生恵美子さん 
（今屋敷、 

トみんなで参加しましょうく 同和問題啓発強調月間行事 
鶏蘇議競轟麟競尋暴覇議蕪編編蕪蘇騒轟蕪編編無競I雲編 

事
 

行
 

日 時 実施場所・方法 

啓発パレード 
7 月 1 日（月） 

出発式午前10時30分 

町内全域 

(2 班編成） 

' ’ ・ ‘ ・ 、 ‘ ' " 

講 演 
（ひとり語り） j 、 

7 月19 日（金） 
受付 午後7 時 
開会午後7時30分 

すすき 
講師 薄 義人氏 

（田川市在住） 

演題 いのち尊し 

「いのち・愛・人権」 

ふれあい体操会 

一、 7 月 21 日 （日） 
開 会午前6時30分 

・町民グラウンド（市場小校区） 
雨（町民会館） 

・上野小グラウンド（上野小校区） 
雨（体育館） 

児童・生徒の活動 

（ポスター標語） 
7月1日～7月31日 

・町内10ケ所及び公共施設 

に掲示 

、‘ 〕 

上野小学校6年篠原千佳さん（原） 市場小学校6年立花理恵さん（緑ケ丘N・T) 

Z 
⑥と き 7月24日（水）午後7時30分から 

⑥ところ 同和対策中央研修所研修室 

※自らを見つめ、暮らしを高める 

開放講座へ、お気軽にどうぞノ 

 ノ ×
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く
 

町
」
旦
病
院
の
新
鮮
カ
 

医
 
師
 
の
 
異
 
動
 

副
院
長
に
慶
瀬
憲
治
先
生
 

。

マ

 二
月
に
退
職
さ
 

れ
た
北
副
院
長
の
 

後
任
に
、
副
院
長
 

と
し
て
病
院
内
外
 

の
業
務
を
担
当
し
 

て
い
ま
す
。
先
生
 

は
昭
和
六
十
一
年
、
」
ハ
十
一
一
年
の
一
一
年
 

と
、
平
成
二
年
の
六
月
か
ら
町
立
病
院
 

の
内
科
医
長
と
し
て
診
療
業
務
を
担
当
 

し
て
い
ま
し
た
が
五
月
に
県
の
命
に
よ
 

る
派
遣
義
務
期
間
を
終
え
、
県
を
辞
職
 

さ
れ
、
改
め
て
赤
池
町
立
病
院
に
就
職
 

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
糖
尿
病
教
室
 

や
訪
問
検
診
な
ど
の
中
で
、
町
民
の
み
 

な
さ
ん
と
の
係
わ
り
も
深
く
、
ま
た
、
 

安
心
し
て
相
談
で
き
る
先
生
と
し
て
信
 

頼
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

外
科
医
長
に
平
田
静
弘
先
生
 

」
ハ
月
よ
り
町
立
病
院
に
転
勤
さ
れ
ま
し
 

平
田
先
生
は
、
 

た
。
先
生
の
就
任
あ
い
さ
つ
で
す
。
 

前
田
外
科
医
長
の
 

こ
の
た
び
、
赤
池
町
立
病
院
に
赴
任
 

後
任
と
し
て
赴
任
 

し
ま
し
た
。
院
長
先
生
を
は
じ
め
、
諸
 

し
て
頂
き
ま
し
た
。
 

先
生
方
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
 

先
生
は
、
隣
の
 

思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
健
康
 

嘉
穂
高
校
卒
業
後
 

度
の
向
上
を
最
大
目
標
と
し
て
診
療
業
 

自
治
医
科
大
学
を
昭
和
六
十
三
年
に
卒
 

務
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

業
さ
れ
、
県
立
嘉
穂
病
院
に
勤
務
さ
れ
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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内
科
医
長
は
高
木
陽
一
先
生
 

魔
瀬
先
生
の
副
 

ー
 

院
長
就
任
に
伴
う
 

，

”

オ

、

●

 

後
任
と
し
て
赴
任
 

‘
、
可
g
プ． 

し
て
頂
き
ま
し
た
。
 

ー

 

先
生
は
、
久
留
 

米
の
明
善
高
校
卒
 

業
後
自
治
医
大
を
昭
和
六
十
三
年
卒
業
 

さ
れ
、
県
立
嘉
穂
病
院
勤
務
後
六
月
よ
 

さ
よ
な
ら
も
云
わ
な
い
で
 

板
屋
団
地
前
 
田
 
孝

 
子
 

ル
リ
子
さ
ん
、
天
国
で
リ
ハ
ビ
リ
を
 

し
て
い
ま
す
か
。
美
由
記
ち
ゃ
ん
の
や
 

さ
し
く
熱
意
の
こ
も
っ
た
介
護
。
 

「お 

母
さ
ん
、
私
が
掴
ま
え
て
い
る
か
ら
怖
 

く
な
い
か
ら
ネ
、
さ
あ
立
と
う
。
 
良
い
 

方
の
足
を
少
し
開
き
、
良
い
方
の
手
で
 

ベ
ッ
ド
サ
ッ
ク
を
つ
か
ま
え
て
、
そ
う
 

そ
う
今
日
は
よ
く
立
て
た
ね
」
 
ル
リ
子
 

さ
ん
は
大
変
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
 

マ
ヒ
の
手
を
庇
い
、
し
き
り
に
跡
踏
 

し
な
が
ら
も
懸
命
で
し
た
。
 
一
度
立
て
 

ば
 10 

ま
で
数
え
て
は
座
ら
せ
、
三
度
程
 

ー
 

り
町
立
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
 

先
生
の
就
任
あ
い
さ
つ
で
す
。
 

内
科
の
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

肺
の
疾
患
を
中
心
に
、
 
一
般
内
科
を
担
 

当
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
病
気
を
予
 

防
す
る
、
予
防
医
学
が
さ
か
ん
な
の
で
、
 

健
康
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
 

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

習
慣
づ
け
よ
う
 

u
一 

一
 

グク‘ン左ネッサンス 
北九州タ1 

期間 9/14ト11/11 
会場 若松区響灘緑地 

前売入場券、好評発売中．/ 

●今なら海外旅行が当たるよ 

大人1,0 00 円（当日券L200円） 

※申し込みは役場まちづくり課ノ 
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わ
が
国
で
は
、
年
間
約
 20 

万
人
の
人
が
、
ガ
ン
に
よ
っ
 

て
命
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
中
 

で
も
胃
ガ
ン
が
死
因
の
第
一
 

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
胃
ガ
ン
検
診
の
普
 

及
な
ど
か
ら
、
 
50 

歳
代
や
 60 

歳
代
の
胃
ガ
ン
死
亡
率
 

は
や
や
減
る
傾
向
を
み
 

せ
て
い
ま
す
が
、
働
き
 

盛
り
の
 40 

歳
代
の
死
亡
 

率
は
横
ば
い
と
い
う
の
が
実
状
で
 

す
。
こ
れ
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
 

う
ち
に
ガ
ン
細
胞
が
成
長
し
て
い
 

る
た
め
、
食
欲
が
な
い
、
体
重
が
 

減
っ
て
き
た
と
い
う
症
状
が
現
れ
 

た
と
き
に
は
、
す
で
に
手
遅
れ
だ
っ
 

た
と
い
う
方
が
多
い
か
ら
で
す
。
 

早
期
に
ガ
ン
を
発
見
し
、
一
8

％
治
 

す
た
め
に
も
、
年
に
一
回
は
症
状
が
な
 

く
て
も
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
 

し
ま
す
。
 

①
塩
辛
い
も
の
が
好
き
な
人
 
②
胃
 

が
痛
ん
だ
り
、
吐
き
気
や
胸
や
け
が
す
 

る
人
 
③
慢
性
胃
炎
の
人
 
④
血
縁
者
 

に
胃
ガ
ン
に
か
か
っ
た
人
が
い
る
人
等
 

社会を明るくする運動‘ 
犯罪のない明るい社会を築く 

ことを目的として「社会を明る 
くする運動」が7月I日から31 
日までの1カ月間、全国的に展 

開されます。 

この運動は、犯罪の防止と罪 
を犯した人たちの更生について 

理解を深め、国民すべてがそれ 
ぞれの立場で力を合わせ、・明る 
い社会を築こうとする運動です。 

定
期
検
診
ノ
◇
 

は
、
胃
ガ
ン
に
か
か
る
確
率
が
高
い
と
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
こ
れ
ら
の
項
目
に
 

該
当
す
る
人
は
、
な
る
べ
く
検
診
を
受
 

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
抑
う
つ
性
が
高
 

い
、
感
情
表
現
を
抑
え
る
、
無
力
感
や
 

絶
望
感
に
陥
り
や
す
い
と
い
っ
た
内
向
 

的
で
く
よ
く
よ
し
や
す
い
情
緒
的
不
安
 

定
な
性
格
の
方
は
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け
 

や
す
く
不
規
則
な
生
活
習
 

慣
に
な
り
や
す
い
た
め
、
 

ガ
ン
の
発
生
に
関
連
し
て
 

い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
 

ま
す
。
 

今
回
、
赤
池
町
で
は
 

左
記
の
日
程
で
胃
ガ
ン
検
 

診
を
行
い
ま
す
の
で
、
隣
 

近
所
で
誘
い
合
っ
て
、
ぜ
 

ひ
受
け
て
下
さ
い
。
 

コ
」
 

（「ロ 

日
時
7
月
 16
 

日
因
9
時
5
 10
 

時
 30
 

分
 

場
所
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

対
象
 
40 

歳
以
上
の
人
 

自
己
負
担
 
千
 
円
 

問
い
合
わ
せ
赤
池
町
役
場
 

健
康
増
進
係
ま
で
 

★
当
日
は
朝
か
ら
何
も
飲
ま
ず
食
べ
 

ず
に
お
こ
し
下
さ
い
。
 

！

ノ

 

終
っ
た
時
を
見
計
ら
っ
て
病
室
へ
入
り
、
 

労
を
稿
う
私
に
、
幼
な
子
の
様
な
面
差
 

し
に
満
面
笑
み
を
た
た
え
て
い
た
っ
け
。
 

洗
い
流
し
た
オ
マ
ル
を
下
げ
た
美
由
 

記
ち
ゃ
ん
の
手
を
、
私
は
両
手
で
く
る
 

み
 
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
、
頑
張
っ
て
ね
」
 

と
言
っ
た
時
、
あ
な
た
は
堪
え
切
れ
ず
 

に
泣
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
 

「
泣
い
ち
ゃ
駄
目
」
と
い
う
私
に
、
ほ
 

ほ
え
ん
で
く
れ
た
の
に
。
 
そ
れ
か
ら
僅
 

か
二
週
間
後
の
夜
、
ま
る
で
最
終
電
車
 

に
乗
り
お
く
れ
る
か
の
よ
う
に
、
大
急
 

ぎ
で
逝
っ
て
し
ま
っ
た
ル
リ
子
さ
ん
。
 

サ
ョ
ナ
ラ
も
云
わ
な
い
で
ご
め
ん
な
 

さ
い
。
永
い
闘
病
生
活
大
変
だ
っ
た
で
 

し
ょ
う
。
先
に
逝
か
れ
た
ご
主
人
の
手
 

を
借
り
て
、
天
国
で
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
 

て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
美
由
記
ち
ゃ
ん
 

姉
妹
を
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
下
さ
い
。
 

そ
う
思
い
手
を
合
せ
、
空
を
仰
ぎ
、
 

手
に
触
れ
そ
う
な
く
ら
い
に
さ
ん
ざ
め
 

く
星
く
ず
と
、
煙
々
と
照
る
今
宵
の
月
 

と
に
 

。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
5
月
 21 

日
、
6
月
 19 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

大
久
保
保
（
上
里
）
 

o
松
葉
保
彦
（
原
）
 
o
池
田
キ
ク
エ
 

( 10 

区
）
o

宮
崎
真
由
美
（
徳
市
団
地
）
 

o
藤
井
ミ
ド
リ
（
板
取
）
o

原
田
義
種
 

（
上
里
）
o

渡
辺
有
治
（
生
力
N
・T

)o 

讃
井
昭
（
東
町
）
o

木
月
讃
夫
（
花
園
）
 

o
木
村
幸
子
（
8

の
4

）
以
上
十
件
一
一
 

＋
九
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
o

上
野
焼
協
同
組
廿
十
万
円
 

o
九
光
石
油
且
五
千
円
o

卿
ュ
ー
ェ
イ
 

キ
ャ
ス
タ
ー
三
十
万
円
o

匿
名
の
方
7
 

件
廿
一
万
四
万
円
 

【
賛
助
会
員
】
 

（
個
人
、
 

一
般
一
口
廿
 

千
円
）
o

沢
永
孝
美
廿
一
口
o

藤
井
サ
 

カ
エ
廿
一
ロ
o

武
田
キ
ク
え
廿
一
口
o
 

越
智
信
雄
廿
一
ロ
o

太
田
博
文
廿
十
口
・
 

太
田
達
彦
廿
十
ロ
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
 

（
企
業
・
法
人
一
 

口
廿
一
万
円
）
o

木
月
商
店
廿
一
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

福
祉
バ
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
六
万
三
千
二
百
 

」
干
一
円
 

【
古
切
手
】
o

沢
永
源
敏
廿
二
百
十
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
大
久
保
保
廿
衣
類
四
七
点
 

質
間
に
お
答
え
し
ま
す
 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
自
然
界
に
は
存
 

在
し
ま
せ
ん
が
、
、
除
草
剤
や
農
薬
な
 

ど
を
造
る
と
き
に
、
副
産
物
と
し
て
で
 

き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
 

さ
れ
る
ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
時
に
発
生
す
 

る
よ
う
で
す
。
 
こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
中
に
 

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
 

類
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
ベ
ト
ナ
ム
 

麟
響
戦
争
の
と
き
、
枯
葉
作
戦
で
 

使
用
さ
れ
た
除
草
剤
に
含
ま
 

れ
、
の
ち
に
奇
形
児
や
皮
膚
 

病
、
内
蔵
障
害
な
ど
、
被
害
 

が
続
出
し
、
発
ガ
ン
性
の
高
 

い
物
質
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
 

①
熱
的
、
化
学
的
に
は
比
較
 

的
安
定
し
で
お
り
、
親
油
 

性
が
高
く
、
水
に
ほ
と
ん
 

ど
 
溶
解
し
な
い
 

②
光
や
微
生
物
に
も
分
解
し
 

に
く
い
 

③
苫
O
度
以
上
の
高
温
に
す
 

る
と
急
激
に
分
解
す
る
 

等
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。
 

厚
生
省
で
も
調
査
・
研
究
を
進
め
て
 

い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
焼
却
場
か
ら
由
さ
れ
 

る
排
由
ガ
ス
に
つ
い
て
は
 
「
人
に
害
を
 

及
ぼ
す
恐
れ
は
な
い
」
 
の
見
解
を
出
し
 

て
い
ま
す
。
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
 

だ
完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

地
元
町
と
し
て
も
、
厚
生
省
指
導
を
 

受
け
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、
 

対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

下
田
川
衛
生
組
合
よ
 

7月福祉センターの行事 
。休館日 1日、 8 日、15日、21日、22日、29日 

。心配ごと相談日 7日、17日、27日 
午前10時30分より午後3時30分まで 

。健康相談日 9 日（火）午前10時30分より午後2時まで 

。健康講演会 10日（水）午前11時より 

。仏教講演会 12日（金）午前11時より 

。福祉バス運行日 毎日運行しています。 
。演 芸 入館者の方へ自由に舞台を提供しています。 

でゲートボール場も自由にご利用下さい。（道具を準備していま

パソコンに挑戦しません力 
直方コンピューターカレッジでは 

次のような夏の学校を開きます。 

実施期肩 間 コース 

7月29日（月）-7月30日因 2日 30 1 ワーープロ 

7月3119 困～8月1日困 2日 30 2 ワープロ 

8月319 田～8月4 19 (日) 2日 30 3 ープロ 

日因 8月5日（月）-8月 2日 30 4 ワープロ 

8月7日（水）-8月8日J困2日 30 表計算 

座内容】 麓
 

文章作成用ソフト［一太郎］を用いて実際にコンピュターの操 
作法や文書の作成、印刷など基礎的事項の修得を目的とした講 
義、実習をL主寸一 

表計算‘コース 

表計算ソフト［ロータス1 -2 -3 ］を用いて売上高、利益な 
ど簡単な表計算の使用法の講義・実習をします。 （ある程度ワー 
プロの出来る入が望ましい） 

ト申し込み 往復はがきにコース名（第2志望まで）、住所・年 
如電話番号・職業（学校名）を記入の上、7月20日 
までに「直方市植木849-1 渡方コンピューター・カ 
レッジ」宛お送り下さい。 

‘受講料 4.300 円、テキスト代を含む）を当日持参下さい。 
ト問い合わせ 雷09492 -3 -02 (10 

り
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(8) 

有害鳥獣（力ラス・ドバト） 

の駆除を行います 

6月20日から7月31日の間はカラス、 ドバト 

の県下一斉駆除月間となっています。 

当町においても、農作物の被害が多発して 

いますので、地元猟友会のみなさんの協力に 

より銃器による駆除を実施します。 

登山などされる方は、ご注意下さい。 

ソ連邦抑留死亡者の 

名簿を見れます

ト場 所 福岡県飯塚総合庁舎1階 

筑豊地区県民情報セン夕ー 

ft 0948 一29一5459 

ト利用時間 

平 B 9 : 00'-12 : 00、 13: 00-46 : 30 

土曜9:00-- 12 】00（第2・4土曜は休み） 

ワープロ講座 

受 講 生 を 募 集

ト対象者 一般成人（男女不問） 

ト講習期間 平成3年7月20日～8月31日 

(12日間 合計30時間） 

ト講習時間 原則として 

水曜日18 : 00' -20時 

土曜日15: 00-18時の週2回 

ト会場 福岡県立田川商業高校ワープロ教室 

ト募集人員 30人 

ト受講料 教材費（1、 500円）以外無料 

ト受 付 7月1日～7月10日 

ト申し込み・間 往復はがきに①氏名②年齢 

い合わせ先 ③住所④連絡先の電話番号 

⑤職業⑥通学方法⑦経験の 

有無を記入して 

〒 824-06 添田町添田2282 

田川商業高校開放講座係まで 

四8 2-0 4 5 7 

簿記（上級）講習会に 

参加しませんか 

ト科 目 簿記（上級） 

ト定 員 30名 

ト対象者 当センターの簿記（初級）講習 

終了者または日商簿記3級程度 

の実力を有する就業希望の女性 

ト講習期間 8月26日～10月16日 

のべ21日間（毎週月、水、金曜日） 

ト受講時間 10時～16時（1日5時間） 

ト受講料 無料（但し教材費は受講者負担） 

ト会 場 飯塚総合庁舎1階会議室 

（飯塚市新立岩8一1) 

ト受付期間 7月18日～19日 

9時～12時 13時～17時 

ト申し込み・問い合わせ 

飯塚市新立岩8-1（飯塚総合庁舎） 

「福岡県婦人就業援助センター」 

ft 0948-23-4156 
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一一、、，、、 ●電話のご相談もお受けします 

I、、’ - ft 09 3 - b Z 1 - Z 1 4 Li (直通) 

交通事故 相談日月曜から金曜午前9時半～午後4時40分 
ー・＋ロ=1k ⑥専門の相談員が親身になってご相談に応じます 

111、目百火 ⑥弁護士相談日】毎週金曜日午後1時～4時 

社団法人 日本損害保険協会 

小倉自動車保険請求相談センター 
北九州市小倉北区紺屋町9 -1明治生命小倉ビル5階小倉調査事務所内 

容 093 一541 一 1 531 
U 


